


7月中旬にコロナにかかった私は、7月いっぱい和歌山の実家に帰る

ことができませんでした。猛暑日が続いていて大丈夫かなあと思いつつ、

8月5日に帰りました。

夕方実家に帰って、普段母が生活している建物のどこにも母は見つか

りません。牛乳や豆乳の空のパックが大量にたまっていますが、新しい

牛乳や豆乳は残っていません。食事に使っているテーブルの上には、8

月1日賞味期限が切れたお弁当が手をつけられずに置かれています。ま

た8月5日賞味期限のものも置かれていました。どちらも差し入れをし

てもらったものの、食べられなかったのでしょう。

さてどこだろうと考え、古い家に行ってみました。この家は、ゴミ屋

敷になっていて、お風呂場以外は使っていません。入ってみると、お風

呂場の近くで母は動けなくなっていました。声をかけるとすぐ返事をし

ましたが、立ち上がることができません。脚に力が入らないようです。

いつからいるのと聞いてもはっきり覚えていません。立っているだけの

私もだらだらと汗が出てくる暑さです。熱中症なんだなと思いました。

熱中症にはまず水分補給です。ところがどこにも適当な飲み物があり

ません。そこで近所にある自動販売機に行きました。使える小銭は410

円。まず500mlの麦茶を買いました。160円。そして350mlのりんごジュー

ス、130円。残りは120円。これで買えるものはあるかしらと探したら、

ありました。120円のカフェオレ200ml。小銭は使い切りました。これ

を持って母のところに戻ります。まず麦茶を渡しました。最初座るのも

大変だったのですが、何とか座ってゆっくりと飲んでくれました。「這っ

てでも動けない？」と言うのですが、なかなか力が出ません。次にりん

ごジュース、最後にカフェオレをおいしそうに飲んでくれたところで、

脱出を再度試みます。途中で母は、「このまま朝まで寝ていたい」と言

うのですが、朝までに死んでしまうかもしれません。ずるずると手の力

を使って戸口までやって来た後は、キャスター付きの椅子に座ってもらっ

て移動しました。いつもいる建物の1階でも座り込み、仕方ないので、

冷たいスープと小さなあんころ餅を二人で食べ、奇跡的に2階まで一人

で上がってくれたのは、午前2時でした。その後もだるさは続いたので

母救出劇
すが、徐々に元気になってきました。

あと半日私が帰るのが遅ければ、母は死んでいたかもしれません。何

と守られていることか！みなさまのお祈りに感謝します。

時々桜川宣教ネッ

トワークの祈祷会に

参加しています。こ

れは茨城県の桜川キ

リスト教会の再開拓

のため、およびこの

近隣地域の宣教のた

めに、近くの教会が

集まって祈る時です。

7月の祈祷会でのメッ

セージは、申命記2章

7節からでした。イス

ラエルの民は、カデシュ・バルネアで約束の地に入れとおっしゃった主

の命令に従わず、その後38年間荒野をさまようことになります。この一

見無駄のように見える38年ですが、その間にも主の祝福はあったのです。

私も2021年11月に第5期前半を終え、帰国した後ビザが与えられず、

もうすぐ3年たとうとしています。でもその間は決して無駄ではなく、ゆっ

くり聖書を読んだり、医学の勉強をしたりできました。教会の聖書を読

む会に参加できましたし、兄弟姉妹との交わりもありました。また、週

に1回働かせてもらっている病院では、のんびりした外来の中で時代遅れ

になっている知識をブラッシュアップすることもできました。

そして7月末バングラデシュから、ずっと待っていたNGOビューロー

の書類が届きました。これでビザ申請に必要な書類はほぼそろいました。

後は日本のバングラデシュ大使館で申請をすれば、短時間でビザは与え

られるはずです。でもこのビザは、3か月の滞在のためのビザであり、有

効期限は短いので、出発する直前に申請する必要があります。申請の前

に特に97歳の母の状態が安定していなければなりません。ところが母は

さきほど書いたような状況です。でも徐々に（裏面につづく）

荒野の38年、そして

ジョイランクーラ・クリスチャンホスピタル前を行き交う人々と

オートリキシャ（中央）＝昨年６月撮影




